










に関わる情報への感度が高くなることを主張した（Bornstein, 1992; Bornstein, Ng, Gallagher, 
Kloss, & Regier, 2005）。このモデルを支持する研究として，Bornstein et al.（2005）の実験が





なく，他者の態度に対しても敏感であることを示唆する研究がある（Juni & Semel, 1982; 
Masling, Johnson, & Saturansky, 1974；Masling, O’Neill, & Katkin, 1982）。しかしながら，他
者の態度や行動のどのような側面に対して敏感になるのかは十分に明らかにされていない。
そこで本研究では，他者の態度や行動を表す重要な社会的信号である表情と視線（Adams & 
Kleck, 2003；Bayliss & Tipper, 2006; Mason, Hood, & Macrae, 2004）に着目した。先行研究
では，対人依存が高い人は，他者の態度や行動に対して敏感であることが示唆された（Juni & 


















実験の結果，笑い顔（F（1, 44）= 5.2, p < .001, η2p = .1），中立顔（F（1, 44）= 4.5, p < .01, η2p 
= .09）において対人依存の主効果があり，対人依存が高い人は低い人よりも他者の視線方向を
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